
本調査 
【対象・分析方法】対象：予備調査行った5組の夫婦。方法：インタビューガイ
ドを作成し、半構成的面接法によりインタビュー調査を行った。インタビュー
の際は、夫婦ともに同席をしてもらった。インタビュー内容は録音し、逐語録
化した。インタビューガイド内容とインタビュー日時・場所は以下のとおり。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
【結果】  

・移動レベル 杖歩行：３名（A様、B様、C様） 
       車いす（介助）：２名（D様、E様） 

 ⇒滞在先ADLの問題は車いす利用者に多い 
D様：高齢の妻の介助では浴槽・洗体場がセパレートしておらず、困難→洗体場
のある他の旅行者の部屋を借り、同行の看護師により洗体 
E様：移動用車いす小さい、ストマの処理方法 
   湯船が浅い→シャワーチェアーあるとよい 
・金銭的負担感 ・主たる収入源は夫の障害者年金 
        ・妻の勤務経験（収入）により負担感に異なりあり（B様） 
・旅はどうだったか  
A様：歩くのが大変だった 
→妻と二人で船による旅（歩行負担が少ない）の予定あり 
B様：旅を振り返るアルバムを見て「うわー！」「これは、楽しかったよ」 
C様：娘に会えた、コミュニケーションがいろいろとれた 
  「失語症、世界ね」「失語症、会う」 
→言語による会話はほとんどなされていない。別種の方法による 
コミュニケーションの成立の可能性 
D様：戦争の経験の印象から、行ってみたい国だった 
→妻によると、旅後に元気になっている。新聞をよく読むように 
E様：「また、行きたい」 
→妻の負担感を察しての発言かもしれない 
妻：交流会について、夫の障害・生活状況についての「共有感」 
  を気にする発言がいくつかみられた 
⇒（A様は本旅行団の企画に拘らず）ほとんどは「また行きたい」と 
 

・なぜ、旅＝生・時間を最優先で占有する意義のある作業？ 
障害に合われた経験、その後の経験は、「自明的な共有世界から 
の逸脱・自由な経験」と言える。それは社会からはぐれたり、 
移動や言語によるコミュニケーションがままならなくなる経験 
であり、不運と受け取れる経緯すらある。（A様は日中の組合活動中に 

駅前で倒れたが、椅子に座ったままのA様は夜間駅員に発見された） 
旅にはそれらを反転させる意味・意義があるのではないか。 

詳細報告は別の機会に行う 
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共同研究者であり、障害を持たれる方の旅を率先して推進してこられた遠藤尚志先生は、2013年4月1日に闘病の末、お亡くなりになられ
ました。先生の障害を持たれた方へのご献身を偲ぶとともに、ご冥福を心よりお祈りいたします。 

旅のスケジュール 

2012年10月27日（土）成田発→フランクフルト着 

2012年10月28日（日）フランクフルト滞在 

・失語症 日独交流会 

2012年10月29日（月）フランクフルト発→ローテンブルク着 

・ハイデルブルク城見学 

・ローテンブルク観光 

2012年10月30日（火）ローテンブルク発→ミュンヘン着 

・デュンケルスビュール観光 

・長谷川幹医師とお別れ 

2012年10月31日（水）ミュンヘン滞在 

・ノイシュバンシュタイン城へ 

2012年11月1日（木） 

・ヘレンキームーゼー城へ 

2012年11月2日（土）ミュンヘン発→2012年11月3日（日）成田着 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世界最大のルフサンサ航空旅
客機でドイツへ 

失語症日独交流会 

ロマンチック街道：ローテンブルク、デュンケルス
ビュール 

ノイシュバンシュタイン城 

キーム湖に浮かぶ島にあるヘレンキームーゼー城へ 

予備調査 
【対象・分析方法】対象：本旅行に参加した５組のご夫婦と同行した共同研究
者である医師。組のご夫婦のうち、障害を持つ人はすべて夫であり、車椅子利
用者は２名であった。言語障害は５人とも聴覚的理解は比較的良好なるも表出
は重度のブローカ失語である。インタビューは主に旅の途中の食事の際や移動
のバス中で行った。「なぜ旅をすることにしたのか」という質問を皮切りに自
由に語ってもらった。語りのほとんどは妻によるが、夫も必ず同席し、妻の発
言に対する意思確認を行えた。インタビューは録音せず筆記により記録をした。
インタビュー内容は匿名化し、研究以外の目的で使用することはない旨を伝え
了承を得た。分析方法：インタビュー結果を、１）旅の捉え方、２）旅のプラ
ス要因・マイナス要因、３）旅の相乗効果、に分類した。 
【結果】 １）旅の捉え方：「失敗はあまり考えない」「後で後悔したくな
い」「一度人生リセットしているのでせっかく生環したのだから非日常を経験
したい」「生きた保険。海外旅行して楽しんだから延命しないでいいと子ども
たちには伝えたい」という、生・時間を最優先で占有する意義のある作業とし
て旅を捉えていることがわかる。２）旅のプラス要因：「仲間ができる」「目
標が持てる」「未知へのわくわく感・世界遺産を見られることの感動」「家に
いると夫は一人ぼっちだが旅に出ると一緒にいられる」「情報がもらえる、先
の見通しがたつ」「夫のプラスの変化（自信、言葉・行動が出る、「また行き
たい！」）」が挙げられた。マイナス要因：「健康リスク」「金銭面」「環境
が変わることによるADL問題」「（旅行手配、環境適応、健康リスク）一人で
行くのは難しい」が挙がっていた。３）旅の相乗効果：「行動すると膨らむ」
があった 

【はじめに】「旅は最高のリハビリ！」とは有名な言葉だが、旅はなぜリ
ハビリになるのか。日常にも張り合いを与えると誰もが感じる（気分転換
に旅行に行くとはよく聞かれる）この非日常的作業の意義や意味を明確に
する必要があると考える。今回、失語症友の会海外旅行団によるドイツ交
流会とロマンチック街道の旅に同行した。始まりは、言語聴覚士の遠藤尚
志によるイギリス・スイスの旅であるが、その後10か所ほど行っている。
旅の形態は、①現地の失語症友の会との交流会、②観光、からなる。ボラ
ンティアスタッフとして医師、看護師、言語聴覚士、作業療法士が同行し
た。本研究は、旅に参加した数名の失語症を持つ人とそのご家族、同行の
医師へのインタビュー内容、旅での観察結果から、旅の意義・意味につい
て探索的に調査（予備調査）を行い、その後、その結果をもとに、インタ
ビュー内容を検討し、再度、予備調査で話しを伺ったご家族のなかから５
組のご夫婦を選定し、インタビュー調査を実施した（本調査）。 
 なお、調査２については、聖隷クリストファー大学倫理委員会で承認を
得た（認証番号12078）。 

 

インタビューガイド 
１）旅を振り返りどうだったか 

２）日常生活について 

３）旅前後の健康状態・旅時のADL状況・金銭的な負担
感・今後ご家族のみでも旅行に行く意思はあるか 

４）また旅をしたいか 

インタビュー日時・場所 時間は１時間30分程度 

  

A様 平成25年2月24日 10時30分 ご自宅 

B様 平成25年3月8日 16時 ご自宅 

C様 平成25年3月9日 13時 ご自宅 

D様 平成25年3月11日 15時 ご自宅 

E様 平成25年３月6日 15時 ご自宅 



【考察】「仲間ができる」には各人で色々な意義を見出している。ほっ
とできる空気感・仲間が一緒にいる安心感、出会い、障害経験を共有で
きる、旅の思い出を共有できる、である。「目標を持てる」は、旅に行
くために健康管理をする（遠い程）、である。今回の旅の形態は何度か
の企画によりほぼ固定化しているが、マイナス要因に適合しており、旅
へのハードルを下げていると考えられた。健康リスクへの対応、旅先で
のADL問題へ対応するボランティアスタッフが同行していることである。
今回の参加者にとって旅は最優先に意義のある作業として見做されてい
た。それには旅から得られる未知感・本物感だけでなく、仲間の存在も
大きい。そういう意味においても今回の旅の企画は当事者のニーズに即
していたと言える。 

国内旅行を何度か行い参加し
たという人もいる。海外は不
安も大きいが、その分旅程を
終えて帰ってきた際の達成感
も大きい。経験から得た自信
が次への行動化に繋がると考
える。 


